
で
､
ア
ル

バ
イ
ー
か
ら
オ
-
ゴ

ク

レ

ー
ス
iri
で
は
極
大

低
間
隔
は

%
A
n
の
糖
加
と

典
に

殆

ん

ど
埠
化
し
な

い
｡

触
る
ほ
オ
-
ゴ
ク
レ
ー
ス
で
急
激
は
塘
大
し
､
補
び
オ

-
ゴ
ク
レ
ー
ス
か
ら

ア
ン
デ
シ
ン
ま
で
は
殆
ん
ど
撞
化

が
を

い
｡
此
に
放
て

OjToA
n
が
21
よ
-
大
で
あ
る
か
､

小
で
あ
る
か
む
判
断
す
る
有
力
な
手
腺
が
得
ら
れ

た
評

で
あ
る
｡

但
し
%
A
n
=
21-
)9
附
鑑
で
は
消
光
角
が
敢
小
で
､

金
晶
帯
に

亘
っ
て
消
光
位
は
直
消
光
と

い
っ
て
も
よ
い

か
ら
乙
の
範
囲
の
成
分
の
も
の
は
晶
骨
法
で
双
晶
の
種

弛
む
決
定
す
る
rJ
LC
は
拍
来
な

い
0

第
三
園
即
双
晶
が
ア
ラ
B
､
又
は
ア
ル
バ
イ
･･1
･
ア

ラ
FQ
で
あ
る
時
も
盆
-
同
じ
で
､
2
)
%
A
n
以
下
か
湖

上
か
は
曲
線
の
位
置
か
ら
判
断
で
き
る

｡
然
し
2
1
%
A
n

よ
り
鱒
韮
性
の
斜
長
石
に
あ
つ
で

は
､
ア
ル

バ
イ

ト

｡ア

ラ
B
の
曲
線
は
基
本
個
健
の
曲
線
と
横
軸
に
対
し
て
略

封
柄
で
あ
り
･'
又
極
大
値
は
(
1
0
0
)
の
方
向
は
凍
る
か

ら
乙
の
様
な
成
分
の
斜
長
石

で
は
ア
ル
バ
イ
ト
双
晶
と

ア
ル
バ
イ
ト

｡
ア
ラ
双
晶
何
れ
で
あ
る
か
む
決
定
で
き

を
い
｡

志
摩
木
場
の
洪
積
世
介
催
石
に
就
て大

炊

御

門

経

輝

本
年

一
月
中
村
先
生
の
御
潮
は
よ
う
志
摩
問
志
摩
郡

磯
部
村
水
場
は
於
で
洪
積
暦
の
化
石
を
採
基
し
た
'
然

し
僅
か

一
日
の
採
基
で
あ
る
か
ら
化
石
の
種
板
も
少

い

BlejE

が
嘗
七

枚

下

北
薫
け
よ
-
洪
積
層
の
堆
粘
状
態
と
共
に

本
誌
に
聴
表
さ
れ
た
化
石
日
蝕
を
補
ふ
rJ
と
は
す
る
｡

筆
者
の
採
集
し
た
場
所
は
放
下
北
壁
が
探
基
せ
ら
れ
た

涼
牌
木
場
の
肌
研
他
介
化
石
に
放
て

場
所
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
､
共
産
の
堆
積
状
態
等
ほ
就

で
は
省
略
す
る
｡

化
石
は
主
に
歌
醍
動
物
で
､
稀
に
は
小
形
の
軍
櫨
桐

糊
､
藤
盛
及
び
淘
膿
が
あ
る
｡
化
石
の
保
存
は
恵
-
且

つ
脆

い
の
で
件
に
二
枚
介
は
注
意
し
な

い
と
良

い
標
本

は
得
ら
れ
な

い
O
小
形
の
巷
介
は
採
基
が
容
易
の
痛
め

喜

.I.

･:r

i
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で
も
あ

ぢ
う
が
此
校
的
種
類
が
多

い
｡
其
の
中
で
特
に

opi
sthobTanChiata
の
も
の
が
多

い
pJ
と
は
著
し

い
.

今
迄
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同
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華
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S
yTn
O
ta
C
in
n
a
m
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ea
(A
･
A
dams
)

(批
l
)

従
妹
Scal
iola
be]la
A
･A
dam
s

以
外
に
此
の
協

の

も
の
は
あ
ま

り
軸
や

き
れ
て

桝
な

い
｡

B
ritis
h

M
u
s
e
u
m

N
a
t
u
i･a
l
H
ist
o
r
y

の
根
本

S
c
al
io
ta
g
r
a
c
ilis
A
･

A
dams

の
椛
川
北
姓
の
ス
ケ
ッ
チ
を
邦

見
す
る
こ
と
が
川
氷
た
が
丑

に
並

い
も

の
と
〓
心
は
れ

る
｡

(
批
2
)

同
岬
佃
仰

山
枕
木

O
dostomi
a
(O
detta)
lir
a
ta

A

.A
d
a
m
s
(
梢
山
北
3
.
の
ス
ケ
ッ
チ
)
に
相
似
し
て
依
る

が
､

柑
物
仰

の
松
本
が
A
･
A
d
a
m
s
の
詑
職
と

-t
敦
し
な

い
脂
に

0
.

1iT
a
t
a

に
悶
起

し
か

ね
る
0

以
上

の
化
石
は
大
部
分
現
亜
種
で
沿
岸
権
介
で
あ
る

滋
鵬
木
場

の
机
枇
世
介
化
石
に
就
て

が
ー
嚢
中
番
鶴
に
括
弧
を
附
し
た
も
の
は
現
塵
櫛
と
し

て

知
ら
れ
て
居
を

S,も
の
で
あ
る
｡
是
等
の
中
31
は
渥

美
牛
島
の
洪
積
層
'
19
､
24
㌧
は
安
房
の
銅
瑚
暦
､
15
'

43
は
関
東
地
方
の
成
朋
暦
､
30
､

41
は
潮
叉
暦
､
37
は

湘

叉
暦
及
び
成
田
暦
に
塵
す
る
｡
現
蕉
種
で
覆

い
も
の

は
十
三
種
の
多
き
は
連
す
る
が
､
是
等
は
各
部
小
形
の

巻
介
で
絶
滅
種
の
多

い
班
由
は
現
生
種
の
小
形
の
巷
介

の
調
査
の
不
充
分
夜
烏
に
よ
る
0
従
て
猶
衣
現
珪
種
の

調
査
の
進
む
打
つ
机
で
蓮
等
の
種
の
大
部
分
が
荷
生
存

し
て
居
る
こ
と
が
散
見
さ
れ
る
と
瓜
は
れ
る
｡
･

現
生
種
で
は
日
本
婁
素
が
大
部
分

を
占
め
て
屠

る
O

(こ中
村
.
黒
田
両
先
生
は
紀
伊
南
部
町
の
洪
積
暦
か
ら

O
str
ea
(C
r
ossostr
ea)
P
autuc
ciae
.C
ro
sse
(義
輝

及
び
フ
ィリ
ッ
ピ
ン
に

現
存
)
及

び
三

河
豊
橋

の
段
階
地

(三
)

か
ら
出
た

T
ri
sid
o
s
kiyon
o
i
(M
ak
iy
am
a)
(
九
州

以
南
に
の
み
現
存

)を
常

で
本
誌
に
報
曹
せ
ら
れ
カ
が
､

是
等

の
種
は
磯
風
rb汀
な
か
っ
た
｡
然
し
1
P

10
､
3

の
如
き
凝
潮
式
の
も
の
を
度
し
親
潮
式
の
種
は
殆
ん
ど

混
じ
て
居
覆

い
｡

芭
七

六

二
…



也

衣

妨

十
九

怨

25
､
49

は
紀
伊
南
部
町
の
洪
積
層
か
ら
度
し
'
紀
伊

安
久
川
の
洪
積
層
と
の
共
通
稗
は
1
1
6
1
7
､
8
､10
'

11
'
16
､
24
､
25
､
28
､
29
､
30
､
41
､
42
､
43
で
あ
る
｡
此
様

は
安
久
川
の
フ
ォ
ー
ナ
と
は
極
め
て
叛
似
し
て
屠
る
の

(川)

(i-)

で

大

塚

排
撃
士
p
放

下

北
壁
の
指
摘
rb
れ
ね
如
-
志
塵

の
介
腎
は
安
久
川
の
洪
積
層
に
封
比
さ
れ
る
と
恩
ふ
0

渥
美
牛
島
の
洪
積
層
か
ら
は
1
､
4
､
6
'
7
､
8
､
13
､
14

(二)

16
､
24
､
27
28
､
30
､
31
､
37
､
41
が
産
す
る
(
横

山

博
士
の

記
載
及
び
筆
者
の
探
基
に
よ
る
)
｡
か
-
渥
美
牛
島
の
フ

ォ
ー
ナ
Iu
も
極
め
て
赦
似
し
て
居
る
が
.
志
塵
.
渥
美

牛
島
の
繭
洪
和
暦
の
比
較
に
輔
し
て
は
後
日
渥
美
牛
島

の
洪
積
層
に
庇
で
記
遇
す
る
積
白
で
あ
る
か
ら
其
の
瞳

は
譲
る
｡
23
､
29
は
遠
州
佐
横
の
洪
積
暦
1
14
は
舞
子

の
洪
積
層
か
ら
知
ら
れ
て
居
る
｡
25
.

T
u
rritelta
cf.

m
uttilira
ta
A
d
a

m
s&
R

eev
e

は
南

部
安
久
川
の
洪

積
層
は
産
す
る
が
渥
美
牛
島

.佐
漆
及
び
的
東
地
方
の

第
四
批
′

三
宍

六

四

洪
積
暦
か
ら
は
知
ら
れ
て
居
な

い
.

37
.
R
in
g
ic
ula

yok
oya
m
ai

T
a
k
eya
Tna
M
S
.
は
摘
東
地
方
及

び
渥

美
牛
島
の
洪
積

暦
か

ら
産
す
る
が
南
部
及
び
安
久
川
の

洪
積
層
か
ら
は
報
曾
ru紅
で
居
を

5,0

純
節
に
偶
り
柁
々
御
教

示
下
さ
っ

た
中
村

､
横
山
南
光
故
滋
に
堆
石

の
同
先
非
の
他
に
就
て
指
示
さ
れ
た
朋
請

､
竹
山
耐
光
政
に
謝
意
を
釆

す
る
｡
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